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第3種郵便物認可第1耳1号

　人口の動き

　5月1日現在
男5，709（一39）

女5，846（一40）

言t　11，555（一7g）

世帯数　2，552（o）

（）内は前月との比較印刷／白南風社定価／1部5円編集／企画室発行／川西町役場

郷
土
出
身
知
人
の

　
　
　
　
手
び
き
が
動
機

　
過
疎
化
に
悩
む
仙
田
地
区
へ
東
京
か

ら
工
場
が
進
出
し
て
来
る
こ
と
と
な
っ

た
。
進
出
す
る
工
場
は
、
東
京
都
文
京

区
大
塚
四
丁
目
四
五
番
九
号
に
本
社
を

有
す
る
ハ
リ
マ
ヤ
運
動
用
品
株
式
会
社

（
与
田
勝
蔵
社
長
）
で
あ
る
。

　
町
総
合
関
発
計
画
に
も
工
業
の
振
興

策
と
し
て
エ
場
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

る
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

働

鰯i萎
燃潔》

町
が
一
方
的
に
誘
致
の
方
針
を
き
め
て

も
、
こ
の
豪
雪
地
域
に
進
出
し
て
来
る

企
業
が
果
た
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か
と
い

う
懸
念
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
が
予
想
外
に
早
く
実
現
す
る
運
ぴ

と
な
っ
た
の
は
、
地
元
中
仙
田
出
身
小

林
荘
平
さ
ん
の
熱
意
と
積
極
的
な
お
骨

折
り
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
小
林
さ
ん
は
現
在
巣
鴨
信
用
金
庫
の

調
査
役
を
し
て
お
ら
れ
る
が
、
た
ま
た

ま
同
金
庫
の
監
査
役
で
あ
る
前
記
ハ
リ

マ
ヤ
の
与
田
社
長
か
ら
工
場
の
地
方
進

出
計
画
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
ぜ
ひ
小

林
さ
ん
の
郷
里
の
仙
田
地
区
へ
進
出
す

る
よ
う
に
と
要
請
し
た
こ
と
が
こ
の
話

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
。

肌
着
を
つ
く
る

　
　
　
川
西
工
場

　
進
出
が
き
ま
っ
た
ハ
リ
マ
ヤ
株
式
会

社
は
、
昭
和
二
十
三
年
の
創
立
で
現
在

は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
専
門
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
三
十
一
年

以
降
は
日
紡
指
定
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
そ
の
他
の
運
動

用
品
の
製
造
に
あ
た
り
、
四
十
四
年
に

ニ
チ
ボ
ー
と
日
レ
が
合
併
し
て
ユ
ニ
チ

カ
株
式
会
社
と
な
る
や
そ
の
連
係
工
場

と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
仙
田
に
で
き
る
ハ
リ
マ
ヤ
川
西
工
場

木
造
庁
舎
解
体

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
庁
舎
の
陰
に
㎜

隠
れ
て
い
た
木
造
庁
舎
。
そ
こ
に
は
、

か
つ
て
総
合
開
発
計
画
策
定
専
用
室
や
㎜

保
健
室
を
置
い
た
こ
と
も
あ
り
、
宿
直
…

室
・
更
衣
室
・
湯
飲
所
の
ほ
か
、
冬
は
…

職
員
寮
と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
野
村
と
千
手
町
村
が
合
併
し
た
翌
’

年
の
大
正
＋
二
年
、
新
し
い
村
の
庁
舎
…

と
し
て
完
成
し
た
こ
の
建
物
。
そ
の
現

位
置
に
庁
舎
増
築
が
決
ま
っ
て
、
長
い
…

こ
と
親
し
ま
れ
て
き
た
木
造
庁
舎
も
、

こ
れ
か
ら
は
三
箇
地
区
集
会
所
に
衣
が
”

え
す
る
た
め
、
さ
る
七
日
、
地
元
の
手
　

で
解
体
を
終
わ
り
、
そ
の
姿
を
消
し
ま
…

し
た
。

　
は
、
当
初
従
業
員
五
〇
人
（
男
一
〇
女

　
四
〇
）
と
い
う
規
模
で
あ
る
が
五
年
後

　
に
は
一
〇
〇
人
に
増
強
し
た
い
計
画
で

　
あ
る
。
製
造
品
自
は
メ
リ
ヤ
ス
肌
着
各

　
種
、
原
料
は
ユ
ニ
チ
カ
か
ら
生
地
の
提

　
供
を
受
け
、
製
品
は
す
べ
て
ユ
ニ
チ
カ

　
に
納
入
す
る
委
託
加
工
方
式
と
な
る
。

　
特
殊
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
縫
製
す
る
作
業

　
が
主
体
で
、
こ
れ
に
伴
う
生
地
の
裁
断

　
や
仕
上
げ
等
の
関
連
作
業
が
あ
る
。
す

　
で
に
中
仙
田
に
工
場
敷
地
も
決
定
し
、

　
建
築
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

　
順
調
に
進
め
ば
八
月
に
は
操
業
開
始
に

　
こ
ぎ
つ
け
た
い
予
定
だ
と
い
う
。

　
　
優
遇
措
置
を

　
　
　
　
条
例
で
規
定

　
　
地
元
仙
田
地
区
で
は
小
林
与
作
副
議

」
長
を
中
心
に
、
用
地
、
宿
舎
の
あ
っ
せ

　
ん
、
従
業
員
の
希
望
取
り
ま
と
め
等
全

　
面
的
に
協
力
し
て
こ
れ
を
迎
え
よ
う
と

　
し
て
い
る
。
町
で
も
次
期
議
会
に
工
場

　
誘
致
条
例
を
提
出
し
て
具
体
的
優
遇
措

…
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
町
に
お
け
る
工
場

…
誘
致
第
一
号
は
意
外
に
早
く
実
現
す
る

”
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
が
、
き

●
め
手
と
な
る
産
業
を
持
た
な
い
仙
田
地

…
区
に
き
ま
っ
た
と
い
う
乙
と
は
い
っ
そ

…
う
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
成

…
功
す
れ
ば
橘
地
区
そ
の
他
に
も
逐
次
進

…
出
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
ほ

…
場
整
備
事
業
の
推
進
等
に
よ
る
農
業
経

　
，
営
の
合
理
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
余

　
…
剰
労
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
吸
収
す
る

　
…
た
め
、
既
設
の
織
物
工
場
そ
の
他
の
振

　
…
興
と
あ
わ
せ
て
進
出
し
て
来
る
エ
場
の

　
…
受
入
態
勢
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で

　
…
あ
る
。
そ
の
意
昧
で
ハ
リ
マ
ヤ
川
西
工

　
…
場
の
果
た
す
意
義
と
役
割
は
高
く
評
価

い
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
企
画
室
長
）

圃
行

事

　
五
　
　
月

一
日
　
町
婦
人
会
新
旧
役
員
会

二
日
　
町
教
育
振
興
会
総
会

三
日
　
上
野
地
区
敬
老
会

七
日
　
川
西
中
語
学
演
習
（
ラ
ン

　
ゲ
ー
ジ
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
i
）
装

　
置
完
成
ひ
ろ
う
。

十
一
日
　
上
野
第
三
婦
人
学
級
バ

　
レ
ー
・
ボ
ー
ル
（
午
後
八
時
か

ら
上
野
小
で
）
。

十
二
日
　
町
有
地
ー
軌
道
敷
調
査

十
八
日
　
こ
の
日
か
ら
二
十
日
ま

　
で
町
有
住
宅
の
現
況
調
査
。

十
五
日
　
町
青
年
学
級
自
治
会
役

　
員
総
会
、
午
後
七
時
か
ら
赤
谷

　
公
民
館
で
開
く
。

十
六
日
　
交
通
対
策
協
議
会
（
午

　
前
九
時
か
ら
千
手
診
療
所
で
）

十
九
日
　
社
会
教
育
委
員
会
議
、

　
午
後
一
時
か
ら
信
組
千
手
支
店

　
で
開
く
。

二
＋
六
日
　
公
民
館
運
営
蕃
議
会
、

　
委
員
会
議
、
午
後
一
時
か
ら
信

　
組
千
手
支
店
で
開
く
。

三
十
日
　
民
俗
調
査
（
霜
条
部
落

　
で
、
十
高
社
会
部
に
よ
り
）
。

三
十
一
日
　
青
年
学
級
開
講
式
、

　
午
前
十
時
か
ら
千
手
小
学
校
図

書
室
で
開
く
。

学
級
生
募
集
　
　
公
民
館

　
で
、
青
年
学
級
生
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。
年
齢
は
中
学
卒
後
か

　
ら
二
十
五
歳
ま
で
、
全
体
学
習

　
と
コ
ー
ス
別
学
習
が
あ
り
ま
す

　
希
望
者
は
、
開
講
式
当
日
会
場

　
へ
参
集
し
て
く
だ
さ
い
。
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財
政
状
況
の
公
表

　
　
　
　
　
川
酉
町
告
示
第
十
二
号

　
　
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三
第
一
項
お
よ
び
、
川
西
町
財

　
　
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
川
西
町
の
財
政
の
概

　
　
況
を
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
四
十
五
年
五
月
一
日
　
　
　
川
西
町
長
根
津
正
三

幽
昭
和
四
十
四
年
度
一
般
会
計
の
当

初
予
算
額
は
三
億
一
千
二
百
一
万
四
千

円
で
し
た
が
、
前
回
の
公
表
ま
で
の
補

正
で
三
億
五
千
八
百
三
十
五
万
四
千
円

と
な
り
、
そ
の
後
四
回
の
補
正
に
よ
っ

て
、
総
額
四
億
百
八
十
万
一
千
円
の
大

昭和44年度　各会計歳入歳出予算の執行状況
単位　千円

型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
ー
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

Ω
前
回
の
公
表
以
後
補
正
さ
れ
た
お

も
な
も
の
は
、
稲
作
特
別
対
策
費
千
八

十
二
万
円
・
庁
舎
建
築
基
金
積
立
て
一

千
万
円
・
千
手
簡
易
水
道
特
別
会
計
へ

　
　
　
繰
出
し
四
百
四
十
七
万
円
・
人

＼
　 区分
　　、、N
会計別

予算現額
歳　　　入 歳　　　出

収支差引
収納済額 率 支出済額 率

一　般　会　計 401，801 358，555 892％556，091 85．6％ 22，462

国保事業特別会計 82，565 67，192 78．1 75，260 87．5 △8，068
一
国
保 施設特別会計 51，074 24，967 80．ろ 28，504 91．7 △ろ，557

農業共済事業会計 25，902 20，614 86．2 12，165 50．9 8，449

簡易水道事業会計 22，745 ↑7，710 77．9 16，710 75．5 1，000
，
へ
き
地
診 療所会計 　　5，085

，

2，155 42．4 4，151 81．7 △1，996

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窃
農
業
共
済
事
業
特
　
古
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
在

別
会
計
の
当
初
予
算
額
現

二
千
三
百
七
十
一
万
六
の

千
円
。
前
期
は
補
正
な
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

し
。
今
期
＋
八
万
六
千
．
借

円
の
補
正
に
よ
っ
て
、
時

総
額
二
千
三
百
九
十
万
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

二
千
円
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
＊
　
　
＊
　
　
お

園
簡
易
水
道
特
別
会
債

計
の
当
初
予
算
は
七
千
　
町

百
三
十
七
万
円
、
前
期

に
、

一
般
会
計
か
ら
繰
入
金
百
三
十
一

万
二
千
円
の
補
正
増
を
し
ま
し
た
が
、

事
業
の
遅
れ
か
ら
今
期
四
千
九
百
九
十

三
万
九
千
円
の
補
正
減
を
し
て
、
予
算

現
額
は
二
千
二
百
七
十
四
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

囚
M
へ
き
地
診
療
所
特
別
会
計
は
、
補

正
に
よ
る
増
減
が
な
く
、
予
算
現
額
は

当
初
予
算
と
同
じ
五
百
八
万
三
千
円
と

い
う
数
字
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幽
町
有
財
産
の
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
土
地
　
　
　
　
三
一
〇
、
〇
三
八
2
m

▽
建
物
　
　
　
　
　
三
八
、
二
三
三
㎡

▽
債
権
　
　
　
　
　
四
九
、
O
O
O
円

　
　
有
価
証
券
　
四
、
六
八
五
、
七
〇
〇
円

　
　
現
金
　
　
　
一
一
五
、
O
O
O
円

　
　
預
金
　
　
三
二
、
四
五
四
、
五
七
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

囹
昭
和
四
十
四
年
度
の
一
般
会
計
予

算
現
額
は
、
住
民
ひ
と
り
当
た
り
で
三

万
四
千
五
百
三
十
七
円
と
な
り
、
同
じ

時
期
の
前
年
度
予
算
に
比
べ
八
千
六
百

二
十
七
円
の
増
で
す
。
（
四
十
三
年
度

は
前
年
度
よ
り
四
千
四
百
五
十
六
円
の

目　　的　　別 45年3月末現在

一　　般　事　業　　債 22，170，054円

義務教育施設整備事業債 45，477，597

災　害復旧事業　債 17，080，941

臨時減税補填債 9，ろ56，850

火災復旧事業　債 2，459，149

厚生福祉施設整備事業債 855，967

診療所再建整備資金 19，000，000

辺地対策事業債 2，000，000

計 116乙98，558

一　　時　借　入　金 11，400，000

増
で
し
た
。
）
ま
た
、
性
質
別
の
歳
出

高
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
、
人
件
費

物
件
費
、
災
害
復
旧
費
、
公
債
費
（
以

下
略
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
給
の
増

四
百
十
万
円
・
雪
害
対
策
費
三

百
九
十
九
万
円
・
地
域
特
産
農

業
推
進
事
業
費
二
百
五
万
円
な

ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
M
国
保
事
業
特
別
会
計
の
当

初
予
算
は
八
千
二
百
五
十
六
万

五
千
円
、
そ
れ
に
、
前
期
の
補

正
と
三
万
六
千
円
の
今
期
補
正

を
加
え
て
、
八
千
五
百
九
十
八

万
九
千
円
の
予
算
規
模
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窃’国

保
施
設
特
別
会
計
は
、

当
初
予
算
額
二
千
六
百
十
三
万

円
。
前
期
中
に
繰
上
充
用
金
二

百
八
十
四
万
四
千
円
の
補
正
が

あ
り
、
今
期
に
な
つ
て
、
一
般

管
理
費
の
補
正
減
も
あ
り
ま
し

た
が
、
医
薬
品
・
衛
生
材
料
費

に
不
足
を
生
じ
、
四
百
万
円
の

補
正
増
を
し
た
の
で
、
結
局
、

予
算
総
額
三
千
百
七
万
四
千
円

出
生
や
死
亡
の

届
け
が
便
利
に

　
戸
籍
法
が
、
四
月
一
日
か
ら
一
部
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
、
懸
案
に
な
っ
て
い

た
、
出
生
及
ぴ
死
亡
の
届
出
地
が
事
件

発
生
地
（
出
生
地
・
死
亡
地
）
に
限
定

さ
れ
て
不
便
を
か
こ
っ
て
い
た
の
を
改

め
、
事
件
本
人
の
住
所
地
・
事
件
発
生

地
・
本
籍
地
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
届
書
の
提
出
枚
数
は
、
届
出
地
等
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
川
西
町
に
本
籍

住
所
を
有
す
る
か
た
が
川
西
町
で
届
出

を
す
る
場
合
は
、
　
一
通
だ
け
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

帰
灘
彌
紺
鱒
創

　
市
外
通
話
の
お
申
込
み
は
、
い
ま
ま

で
「
即
時
」
ま
た
は
「
待
時
」
と
お
告

げ
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

そ
の
区
別
を
せ
ず
、
　
一
様
に
「
市
外
」

と
お
告
げ
く
だ
さ
い
。
市
外
係
が
出
た

ら
、
ご
自
分
の
番
号
と
相
手
の
局
名
・

番
号
を
お
告
げ
ね
が
い
ま
す
。

　
な
お
、
通
話
終
了
後
、
料
金
を
知
り

た
い
か
た
は
、
市
外
係
に
お
申
し
込
み

の
際
「
料
金
通
知
」
と
お
告
げ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
（
郵
便
局
）

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
（
四
月
分
）

※
寄
贈
者

青
木
二
三
（
田
戸
）
　
登
坂
敬
恒
（
友

谷
）
　
佐
藤
富
蔵
（
中
島
町
）

※
お
も
な
入
手
品

か
っ
ぱ
、
ラ
ン
プ
ほ
や
、
鈴

　
こ
ん
ど
の
国
会
で
、
国
税
に
対
す

る
不
服
の
申
立
て
制
度
を
改
善
し
、

い
ま
ま
で
の
協
議
団
制
度
は
な
く
な

り
、
五
月
一
日
か
ら
、
新
た
に
「
国

税
不
服
審
判
所
」
が
発
足
し
ま
し
た

　
こ
の
国
税
不
服
審
判
所
は
、

国
税
局
や
税
務
署
か
ら
独
立
し

納
税
者
か
ら
の
審
査
の
請
求
を

取
り
扱
う
機
関
で
、
公
平
な
立

場
か
ら
審
査
請
求
を
審
理
し
、

な
解
決
方
法
を
出
す
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
国
税
庁
長
宮
は
、
た
と
え
、
そ
の

解
決
方
法
に
不
欝
、
成
で
も
、
　
「
国
税

審
査
会
」
の
議
決
に
基
づ
か
な
い
か

る
も
の
で
す
。
）

　
審
判
所
は
東
京
に
あ
り
、
そ
の
ほ

か
全
国
十
一
か
所
の
国
税
局
所
在
地

に
支
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
請
求
は
、
、
更
正
決
定
等
の

　
　
処
分
を
し
た
税
務
署
長
や
国
税

税
務
署
か
ら
独
立
し
た

国
税
不
服
甲
立
て
制
度

審
判
所
長
が
最
終
決
定
を
行
な
う
も

の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
国
税
庁
長
宮
の
出
し
た

通
達
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
な
く
審
査

の
請
求
を
審
理
し
、
も
っ
と
も
適
正

き
り
、
審
判
所
の
決
定
を
動
か
し
た

り
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
（
国
税
審
査
会
と
い
う
の
は

大
蔵
大
臣
が
任
命
す
る
民
間
の
学
識

経
験
者
十
人
以
内
で
つ
く
ら
れ
て
い

局
長
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を

し
て
、
そ
の
決
定
を
受
け
て
は

じ
め
て
で
き
る
場
合
と
、
青
色

申
告
者
の
よ
う
に
直
接
で
き
る

場
合
の
二
と
お
り
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
審
査
の
請
求
先
と
し
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
提
出
す
れ
ば
よ

い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

r



昭和45年5月10日し
㌧

わカ、報広（署智畿鰯鶉）第141号
（う）

心
身
障
害
者
の

扶
養
共
済
制
度
が
発
足

　
四
月
一
日
か
ら
、
新
潟
県
の
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
こ
め
制
度
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
か
た
の
保
護
者
に
万
一
の
こ
と

が
あ
つ
た
場
合
、
あ
と
に
残
さ
れ
た
障
害
者
に
対
し
、
年
金
を
支
給
し

て
お
互
い
に
救
済
し
あ
う
と
い
う
目
的
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
〃
も
し

も
〃
と
い
う
、
保
護
者
自
身
の
い
だ
い
て
お
ら
れ
る
不
安
を
、
こ
の
制

度
に
よ
っ
て
少
し
で
も
軽
減
で
き
れ
ば
と
い
う
も
の
で
す
。

　
掛
金
は
、
加
入
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
千
円
・
千
三
百
円
・
千
五
百
円

（
い
ず
れ
も
月
額
で
）
の
三
本
立
て
、
万
一
の
際
の
年
金
支
給
は
月
額

二
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
も
の
と
し
て

大
部
分
の
都
道
府
県
が
こ
と
し
中
に
実
施
し
ま
す
か
ら
、
県
外
へ
転
出

す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
も
転
出
先
で
引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〈
制
度
の
内
容
〉

加
入
で
き
る
人

　
将
来
、
独
立
自
活
が
困
難
な
心
身
障

害
者
の
保
護
者
で
、
次
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人
で
す
。

1
県
内
に
庄
所
が
あ
る
こ
と
。

2
四
十
五
歳
未
満
（
た
だ
し
、
明
年

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
六
十
五
歳
未

　
満
）
で
あ
る
こ
と
。

3
生
命
保
険
の
被
保
険
者
に
な
れ
な

　
い
よ
う
な
特
別
の
病
気
や
障
害
を
も

　
っ
て
い
な
い
乙
と
。

㊥
「
将
来
、
独
音
渠
羅
恣

身
障
害
者
」
と
い
う
の
は
次
の
よ
う
な

か
た
で
す
。

○
精
神
薄
弱
者

○
身
体
障
害
者
（
一
～
三
級
）

○
右
の
二
つ
と
同
程
度
の
障
害
を
有

　
　
し
て
い
る
者

掛
金

掛
金
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
の
支
給

　
保
護
者
が
死
亡
ま
た
ば
廃
疾
と
な
っ

た
月
か
ら
、
毎
月
二
万
円
を
支
給
し
ま

す
。
障
害
者
が
加
入
者
よ
り
先
に
死
亡

し
た
場
合
は
、
弔
慰
金
と
し
て
二
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

申
込
み

　
役
場
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
援
護
係
へ
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

そ
れ
ぞ
れ
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
配
置

は
、
工
事
が
終
わ
る
ま
で
の
暫
定
的
な

も
の
で
す
が
、
会
議
を
す
る
場
所
の
余

裕
も
な
く
、
ほ
か
に
も
何
か
と
み
な
さ

ん
に
ご
迷
惑
の
か
か
る
点
、
ど
う
ぞ
ご

し
ん
ぼ
う
ね
が
い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
課
の
配
置
は
い
ま

ま
で
ど
お
り
で
す
。

　
月
払
い
で
、
加
入
者
の
年
齢
に
よ
っ

て
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
三
十
五
歳
未
満
：
：
：
千
　
　
円

　
三
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　
：
：
：
千
三
百
円

　
四
十
五
歳
以
上
：
：
：
千
五
百
円

◎
二
＋
銭
上
継
続
し
て
掛
金
を
納

要
な
事
項
を
記
入
し
て
手
続
き
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
申
込
書
に
記
入
す
る
の
は
、
日
時
・

使
用
目
的
・
使
用
室
名
・
責
任
者
・
人

数
・
飲
食
を
伴
う
か
ど
う
か
な
ど
で
す

が
、
そ
の
際
、
使
用
す
る
室
に
特
別
な

装
置
を
す
る
場
合
が
あ
れ
ば
、
そ
の
旨

を
申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。

め
、
か
つ
六
十
五
歳
に
な
っ
た
場
合
は

　
　
　
　
　
ロ
　
　
サ
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
　
　
　

ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
り

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

●
第
一
回
の
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
調
理
師
試
験
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
本
年
度
第
一
回
調
理
師
試
験
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

”
六
月
二
十
八
日
に
長
岡
市
で
実
施

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

・
さ
れ
ま
す
。
願
書
の
受
け
付
け
は
・

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

●
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
今
月
十

・
八
日
で
締
切
り
で
す
。
受
験
希
望
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髄
者
は
、
健
康
管
理
室
で
詳
し
い
こ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
と
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
　
　
　
・

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

O
　
　
●
　
　
●
　
　

●
　
　
●
　
　

●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
O
　
　

●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●

増
築
工
事
中

会
議
室
を
事
務
室
に

　
役
場
庁
舎
増
築
の
た
め
、
い
ま
ま
で

一
回
事
務
室
と
、
今
回
と
り
こ
わ
さ
れ

た
木
造
庁
舎
に
陣
取
っ
て
い
た
国
土
調

査
課
・
産
業
課
・
土
木
課
お
よ
ぴ
土
地

改
良
区
が
四
階
に
、
水
道
課
は
三
階
に

町
の
事
業

入
札
の
も
よ
う

　
　
（
①
は
施
行
か
所
②
籍
）

　
　
　
負
業
者
　
③
は
請
負
金
額

▽
　
融
雪
施
設
工
事
　
①
役
場
前
　
②

　
十
日
町
水
道
エ
業
株
式
会
社
　
③
四

　
十
三
万
四
千
円

▽
　
道
路
舗
装
工
事
　
①
上
野
・
三
領

　
線
　
②
中
野
建
設
工
業
株
式
会
社

　
③
百
二
十
五
万
円

町
道
補
修
員
を
募
集

の

使
用
申
込
み
は

　
　
　
　
企
画
室
　
へ

　
会
議
な
ど
で
農
業
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
際
は
、
本
年
度
か
ら
、
企
画
室
あ

て
に
使
用
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

（
い
ま
ま
で
は
産
業
課
あ
て
。
）

　
原
則
と
し
て
、
使
用
三
日
前
ま
で
に

企
画
係
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必

①
募
集
人
員

　
千
手
・
上
野
・
橘
・
仙
田
の
四
地
区

各
一
人
、
合
計
四
人
。

②
勤
務
日
数

　
千
手
地
区
は
二
十
日
、
仙
田
・
橘
・

上
野
地
区
は
十
日
以
内
。

③
応
募

　
今
月
二
十
日
ま
で
に
土
木
課
へ
お
申

し
出
ね
が
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
田
中
町
高
橋
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
平
さ
ん
は
、
四

の
ご
厚
意
月
に
な
く
な
ら

れ
た
妻
ユ
キ
さ
ん
が
生
前
助
産
婦
を
し

て
い
た
子
細
か
ら
、
母
子
健
康
セ
ン
タ

！
の
ヌ
、
ル
ク
代
に
し
て
ほ
し
い
と
、
こ

の
ほ
ど
町
に
二
万
円
を
寄
付
さ
れ
た
。

亘
　
四
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
　
　
　
．
．
．
・
：
三
、
四
二
四
票

杉
山
善
太
郎
（
無
所
属
）

　
　
　
　
：
：
：
二
、
六
四
二
票

　
こ
の
数
字
が
、
今
回
の
知
事
選

に
お
け
る
川
西
町
の
集
約
、
す
な

わ
ち
両
侯
補
の
得
票
数
と
い
う
わ

け
で
す
。

〔
選
挙
当
日
の
有
権
者
数
〕

　
男
：
：
：
三
、
六
五
八
人

　
女
：
：
：
四
、
O
O
八
人

合
計
：
：
七
、
六
六
六
人

〔
投
票
者
数
〕

　
　
女
：
：
：
七
九
・
七
九
％
’

　
　
合
計
：
：
八
○
・
一
七
．
％

　
投
票
率
は
、
前
の
知
事
選
の
際

の
八
五
・
三
三
％
に
比
べ
て
、
五

，
％
以
上
も
下
回
る
結
果
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
時
期

的
な
条
件
や
前
回
の
「
や
り
な
お

の
選
管
と
明
正
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
婦
人
代
表
を
動
員
し
て
宣

伝
力
i
に
乗
り
込
み
、
投
票
を
呼

ぴ
か
け
ま
し
た
（
写
真
）
。
選
挙

と
い
う
と
、
十
回
の
う
ち
八
回
な

い
し
九
回
は
男
子
の
投
票
率
が
上

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し

　
　
ょ
う
。
女
子
の
投
票
率
が
上

新
潟
県
知
事
選
挙

　
男
：
：
：
・
二
、
九
四
八
人

　
女
：
：
：
・
三
、
一
九
八
人

　
合
計
：
：
・
六
、
一
四
六
人

〔
投
票
率
〕

　
男
・
・
・
…
八
○
・
五
九
％

広報7忽

手
し
選
挙
」
と
い
う
特
殊
な
ム
ー
ド

に
対
し
て
、
や
ば
り
欠
け
る
も
の

が
あ
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
。

　
投
票
率
の
低
下
し
た
分
だ
け
、

革
新
系
の
得
票
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　
選
挙
前
の
四
月
二
十
三
日
、
町

の
こ
と
も
た
ま
に
は
あ
る
だ

け
に
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
考
え
過
ぎ
て
し
ま
い
、
時

間
の
む
だ
を
し
た
よ
う
な
気

分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

無
効
投
票
　
・
：
：
：
七
九
票

　
無
効
投
票
率
一
・
二
九
％
’
で
す

か
ら
、
四
百
人
に
五
人
の
割
合
で

無
効
投
票
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

侯
補
者
以
外
の
氏
名
を
記
載
し
た

り
す
る
の
は
批
評
の
外
。
Z



（4）

第1耳1号（禦畿賜器島）し
一

わカ、報広昭和耳5年5月10日

農繁期／幼児の水の事故に注意

◎
春
先
は
、
毎
年
の

よ
う
に
幼
児
の
水
死

事
故
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

◎
幼
児
の
水
死
事
故

原
因
を
検
討
し
て
み

る
と
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
子
も
り
が
ち

よ
っ
と
目
を
離
し
た

す
き
に
起
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

◎
農
繁
期
は
、
お
互

い
に
ね
こ
の
手
も
借

り
た
い
ほ
ど
忙
し
い

た
め
、
子
も
り
は
、

た
い
て
い
老
人
に
決

ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
そ
の
老
人
が

る
す
番
や
炊
事
ま
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
と
こ
ろ
か
ら
、
つ

い
、
目
を
離
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
な

か
に
は
、
か
わ
い
い

　
　
　
　
　
　
み
ず

，
も
、
心
臓
は
し
ば
ら
く
動
い
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
適
切
な
人
工
呼
吸

を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
息
を
ふ
き

返
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
人
工
呼
吸
も

　
開
始
が
一
分
遅
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
生
き
返
る
率
は
何
分
の
一
か
に
激
減

　
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
、
一
秒
で

　
も
早
く
着
手
す
る
こ
と
で
す
。

◎
人
工
呼
吸
は
、
ま
つ
た
く
知
識
経

　
験
の
な
い
者
が
即
座
に
で
き
る
も
の

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
、

　
専
門
的
な
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
が
、
町
で
も
、
七
月
乙
ろ

　
講
習
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

　
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課

　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

に
あ
ず
け
、
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
（
◎
新
郎

保
管
し
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

○
夜
、
寝
る
前
に
戸
締
馨
確
か
め
（
◎
新
郎

外
は
明
る
く
、
家
の
中
は
暗
く
す
る
　
◎
新
婦

よ
う
に
く
ふ
う
す
る
．
　
　
（
◎
新
郎

○
農
村
地
帯
の
酒
屋
・
雑
貨
店
・
た
　
◎
新
婦

ば
こ
屋
な
ど
を
専
門
に
ね
ら
う
ど
ろ
（
◎
新
郎

ぼ
う
が
い
る
の
で
、
防
犯
ベ
ル
を
つ
　
◎
新
婦

け
る
な
ど
し
て
用
心
す
る
．
　
（
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

隷
の
窓
響
繍

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

孫
を
死
な
せ
た
責
任
を
感
じ
、

か
ら
首
を
つ
っ
て
自
殺
し
た
老
婆
も

い
ま
す
。

◎
お
と
な
か
ら
み
れ
ば
、
予
想
も
で

き
な
い
よ
う
な
わ
ず
か
な
と
こ
ろ
で

も
、
幼
児
に
と
っ
て
は
命
取
り
に
な

る
と
こ
ろ
が
案
外
た
く
さ
ん
あ
る
も

の
で
す
。
た
と
え
ぱ
、
庭
池
・
下
水

浴
槽
・
水
槽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が

こ
れ
ら
を
、
も
う
一
度
点
検
し
、
危

険
と
思
わ
れ
る
も
の
に
対
し
て
は
、

十
分
庄
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
万
一
、
池
や
川
な
ど
に
落
ち
て
水

死
寸
前
の
幼
児
等
を
発
見
し
た
と
き

は
、
す
ぐ
医
師
を
呼
ぶ
と
同
時
に
、

　
一
刻
も
早
く
人
工
呼
吸
を
施
し
て
や

っ
て
，
＼
だ
さ
い
。
呼
吸
が
と
ま
っ
て

㊧
昨
年
四
、
五
塁
か
月
間
の
水
（
◎
新
郎

の
犠
牲
者
は
県
下
で
三
十
六
人
、
そ
の
　
◎
新
婦

う
ち
、
幼
児
の
水
死
は
二
十
三
人
で
、

全
体
の
六
三
，
％
強
を
占
め
ま
し
た
。

　
あ
き
巣
ね
ら
い
に

　
　
　
　
　
ご
　
用
　
心

　
　
　
　
　
（
駐
在
所
か
ら
）

　
幼
児
の
水
死
事
故
と
同
様
、
農
繁
期

に
は
「
昼
間
は
る
す
に
な
る
」
　
・
「
夜

は
疲
れ
で
グ
ッ
ス
リ
寝
こ
む
」
傾
向
か

ら
、
あ
き
巣
や
忍
ぴ
込
み
の
被
害
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
盗
難
を
防
ぐ
た
め
、
次
の

こ
と
に
庄
意
し
て
く
だ
さ
い
。

、
○
る
す
に
す
る
と
き
は
、
家
中
の
戸

締
締
り
を
完
全
に
す
る
。

　
○
隣
に
、
　
「
る
す
に
し
ま
す
か
ら
」

　
と
、
ひ
と
声
こ
と
わ
っ
て
見
回
り
を

　
依
頼
す
る
。

　
○
大
金
は
農
協
・
郵
便
局
・
銀
行
等

羽
鳥
敬
一

上
村
律
子

滋
野
　
章

滋
野
し
ゑ
子

伊
友

上
野
か
ら

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

津
南
町
か
ら
（
◎
新
郎

野
口
　
　
　
◎
新
婦

大
海
　
均
霜
條

・
相
崎
一
一
春
子
　
沖
立
か
ら

高
橋
幸
一
赤
谷

登
坂
由
里
子
　
赤
谷
か
ら

高
橋
久
男
赤
谷

片
桐
　
知
子
　
小
白
倉
か
ら

木
村
荘
太
仁
田

水
落
　
ユ
シ
　
十
日
町
か
ら

山
岸
善
一
霜
條

金
子
キ
ミ
ヰ
　
大
倉
か
ら

星
野
粂
治
野
口

佐
藤
　
ヱ
ミ
　
十
日
町
か
ら

小
海
昭
一
木
島

高
橋
絢
子
　
十
日
町
か
ら

中
嶋
安
二
上
野

藏
品
ス
ミ
子
　
十
日
町
か
ら

渡
邊
幸
治
四
郎
兼

　
相
崎
　
早
苗
　
沖
立
か
ら

登
坂
福
榮
岩
瀬

　
田
中
ト
シ
エ
　
小
千
谷
か
ら

　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
冬
し

　
　
　
　
　
　
は
行
。
）
㎜

　
　
　
　
　
　
春
移
す
で
㎜

　
　
　
　
　
　
り
に
で
原
㎜

　
　
　
　
　
　
残
夏
い
が
…

　
　
　
　
　
　
が
初
ぜ
者
…

　
　
　
　
　
　
雪
ぐ
ふ
長
㎜

　
　
　
　
　
　
だ
す
の
．
…

　
　
　
　
　
　
ま
ら
り
日
…

　
　
　
　
　
　
は
か
か
4

　
　
　
　
　
　
に
冬
ば
（

　
　
　
　
　
　
下
・
名

　
　
　
　
　
　
の
た
は

　
　
　
　
　
　
桜
し
と

　
　
　
　
　
　
の
ま
春

　
　
　
　
　
　
開
い
惜

　
　
　
　
　
　
満
て
・

　
　
　
　
　
　
　
し
な

　
　
　
　
　
春
居
う

　
　
　
　
　
　
　
同
よ

　
　
　
　
　
階
と
た

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

小高柄柄高福小
林橋澤澤橋島林

亮春幸ヨ芳光仁
一子ニキ造子作

五
十
川
繁
子

中
央
．
町

十
日
町
か
ら

伊
友

沖
立
か
ら

沖
立

伊
友
か
ら

仁
田

学
校
町
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

齋木

　
博
美
　
芳
平
　
二
女
　
高
倉

南
雲
　
則
子
　
喜
平
　
二
女
　
中
央
町

田
口
　
哲
也
　
忠
雄
　
二
男
　
木
落

羽
鳥
　
敏
弘
　
今
治
　
長
男
　
仁
田

丸
山
　
　
一
真
　
隆
　
　
長
男
　
原
田

佐
藤
　
春
美
　
一
徳
　
二
女
小
脇

羽
鳥
　
明
美
　
昭
二
　
二
女
　
伊
友

押
木
　
聡
子
　
元
男
　
長
女
　
元
町

大
井
　
　
敏
　
佐
市
　
長
男
寺
尾

小
川
　
千
花
・
廣
一
　
二
女
発
電
所
通

上
村
　
利
夫
　
信
雄
　
三
男
　
上
野

高
橋
　
千
雪
　
義
平
　
長
女
　
三
領

山
田
　
浩
子
　
春
茂
　
二
女
　
仁
田

桐
生
　
華
子
　
征
之
介
長
女
大
白
倉

押
木
　
明
子
　
徳
一
　
二
女
　
元
町

”
敷
藤
　
　
　
学
　
實
　
　
　
二
男
　
沖
立

清
水
　
和
子
　
益
男
　
二
女
下
平
新
田

丸
山
　
　
勝
　
譲
　
　
三
男
　
下
原

星
名
　
康
大
　
美
信
　
長
男
　
学
校
町

野
澤
　
立
也
　
　
三
代
藏
二
男
　
　
野
口

南
雲
　
孝
子
　
寅
夫
　
長
女
　
学
校
町

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

小高桐富
林橋生井

トユ梅ト
モキ吉ミ

清
水
伊
三
郎

田
畑
三
平

岡
島
　
タ
キ

羽
鳥
辰
藏

仁小元木中田小上
　白　　 仙　 白

田倉町島田中倉野

八八七六六六五五
九七八九八七八三

納
税
メ
モ

　
今
月
は
、
：
：

　
　
軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
　
の
納
期
で
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
原
則
と
し
て

四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し

て
課
税
い
た
し
ま
す
。
①
原
付

自
転
車
、
第
一
種
三
百
五
十
円
・

第
二
種
（
甲
）
七
百
円
（
乙
）
五

百
六
十
円
　
　
②
小
型
特
殊
（
耕

運
機
）
七
百
円
　
　
③
軽
自
動
車

二
輪
千
五
十
円
・
三
輪
千
四
百
円

・
四
輪
（
貨
物
）
千
七
百
五
十
円

（
乗
用
）
三
千
百
五
十
円
④

自
動
二
輪
千
七
百
五
十
円
　
　
⑤

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
千
五
百
円

　
　
　
　
　
　
町
・
県
民
税
第
一

来
月
は

　
　
　
　
　
　
期
分
の
納
期
月
。

刀
　
グ
、

静
彫
4
雛

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
小
白
倉
　
　
江
口
　
　
凡
石

寺
一
宇
屋
根
高
々
と
若
葉
か
な

　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
東
洋

麦
を
踏
む
先
を
走
り
ぬ
雲
雀
の
子

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

花
つ
つ
じ
ひ
し
め
き
合
う
て
咲
け
る
か

な　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
ユ
ミ
子

春
雪
の
川
原
の
石
に
一
つ
づ
つ

　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
万
国
博
覧
会
に
て
　
選
者

噴
水
に
虹
立
ち
池
の
ひ
ろ
ぴ
ろ
と

春
の
雲
た
な
び
き
万
博
ソ
連
館

春
の
陽
に
太
陽
の
塔
金
色
に

沈
丁
に
博
覧
会
の
人
そ
ぞ
ろ




